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『源氏物語』とアーサー個ウェイリー

井原眞理子

　アーサー・ウェイリーは，言うまでもなく『源氏物語』の西洋への紹介者として

知られている。しかし，そのウェイリーの翻訳『源氏』がどの様な底本に基づいて

いるのか，どの様な文献を利用して翻訳されたのかという事についてはあまり知ら

れていない。ウェイリーが日本語と中国語をいかにして修得したのかという謎とと

もに，時には伝説に近い形を取って様々な説が書かれ，彼が与謝野等の現代語訳に

は目を通していなかったと言う通説さえもが形成されてきている。はたしてそう

だったのであろうか。『源氏物語』という千年もの年月をかけ日本文化全体に亘り

多様な形態に変化しつつ蓄積されてきた一つの大系が，アーサー・ウェイリーとい

う人聞と時代とにどの様な形で交差し，具体的にいかなる手順，資料，方法によっ

て訳されるに至ったのかを，英国で収集した資料を基礎に詳しく検討してみたい。

　『源氏物語』は，それが執筆された，あるいはされつつあった当時から人々の関

心と称賛を受け続けてきた。既に江戸時代までの時点で一万冊を越える注釈書，研

究書等を生み出している。また，和歌，書道，絵画，演劇の他にも，さまざまな工

芸美術の発展や形成に関わり，日本文学だけではなく日本文化全体を論じる上で重

要な作品であるという事はあらためて指摘するまでもないであろう。

　しかしながら，欧米のいわゆる親日家の闘ではこの作品を手放しで称賛するとい

う傾向はかつては存在しなかった。たとえば一八九九年に日本文学史を著した

W，G、アストンは，『源氏物語』について「小説本来の目的」を実現しており，「疑

うべくもない魅力」が存在すると述べる一方で，「よほどの親日家でない限り，紫

式部をフィールディング，サッカレー，ヴィクトール・ユゴー，デュマ，セルヴァ

ンテスと同等であるなどと言う事はないであろう。」と断り，はほどの親日家」で

ある自分の「過度の」源氏びいきに対する椰楡を予め牽制している1。また日本美

術の救世主として知られるアーネスト・フェノロサも，その著書の中で藤原芸術を

賛美する途中『源氏物語』に触れ，「現存のあらゆる民族の文学の中でも恐らく最

も完壁に同時代の洗練された生活を描写している」が，「深い思慮を持った筋立て」
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には欠けており，さらに別の箇所では「藤原時代の『物語』の絹づくめの貴族や貴

婦人達のけだるい1光惚」と述べている2。あの法隆寺夢殿の百済観音を発見した驚

きに匹敵するような衝撃は明らかに受けてはいない3。アーサー・ウェイリ」がこ

れらの日本学の先達の業績を参考にしていた事は，和歌や謡触の翻訳の参考文献と

して挙げている事からも知る事ができる。それらの影響を受けているウェイリーは，

それではいかにして源氏と出会い，この長大で難解な原文を持つ物語を全訳しよう

とまで思い立ったのだろうか。

　アーサー・デイヴィッド・ウェイリーは，一八八九年英国のタンブリッジ・ウ土

ルズに裕福なユダヤ系の家庭の次男として生まれた。プルーストを英訳したスコッ

ト・モンクリーフは中学校以来の，フロイトを英訳したジュイムズ・ストレイチー

は高校以来の，ともに友人である。パブリック・スクールの中でも特にスパルタ教

育で知られるラグビー高校には，他にブルームズベリー・グループの画家ダンカ

ン・グラント，詩人のルパート・ブルックなどがいた。ウェイリーはここで徹底的

な古典語の訓練を受ける。十六歳で高校を卒業し，ケンブリッジ大学のキングズ・

カレッジヘ進み，ギリシャ・ラテン語を専攻した。当時のケンブリッジでは哲学者

G，E、ムーアが，美意識，友情と倫理的生活との不可分を説き，後にブルームズベ

リー・グループと呼ばれる事になる若者達に深い影響を与えていた4。また，ブルー

ムズベリー・グループのもう一人の学監，ゴールズワージー・ディキンソンは

L召吻γ∫〃㎝〃〃C〃伽伽α〃を執筆し，いわゆる’Wisdom　of　the　East’を象徴する架

空の中国人ジョン・チャイナマンの目を通して当時の英国の工業優先主義と帝国主

義を批判した5。このような雰囲気の中で学生達は既存の思想や概念にとらわれる

事無く真理を追求する論理的訓練を受け，白分達をとりまく世界に対して一定の姿

勢を共有してゆくことになった。その意味では確かにアーサー・ウェイリ』はブ

ルームズベリー・グループの一員であったと言えるであろう6。しかし，ウェイリー

がしばしばブルームズベリー・グループに属するかどうかが疑問視される原因とし

て，このグループ自体が暖昧な性格を持っていたことに加え，彼が中心メンバーで

あるヴァージニア・ウルフやメイナード・ケインズの「オールド・ブルームズベ

リー」よりも六，七年後輩のジェイムズ・ストレイチーやフランシス・ビレルなど

の第二世代に属していた事，一九一〇年代にはエズラ・パウンドとヴォーティシズ

ムの詩人達やT．S．エリオット，そして，それ以後ではイディス・シットウェルのセ

サミ・クラブに集まる詩人達など，その交流の幅が広く，ブルームズベリー・グルー

プを必ずしも中心としてはいなかった事が考えられる7。

　また，ケンブリッジ時代のウェイリーは，ルパート・ブルックの主催していた「カ

ルボナーリ」という英詩におけるヴィクトリア朝脱出を噌える文芸クラブに所属し，
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その同人誌にいくつか自作の詩を発表している。一九一九年に出版された第三番目

の中国詩の翻訳集の中で，ウェイリーが自分の目的は翻訳よりもむしろ無韻詩の実

験であったと主張している事からも，彼が新しい英詩の創造に関心を持っていた事

が知られる8。もう一つのウェイリーの学生時代の関心事は，当時盛んになりつつ

あった社会主義運動であった。父のデイヴィッド・シュロスがその創設に関わって

いたフェビアン協会の学生会員となり，一九〇八年の夏合宿にジェイムズ・ストレ

イチー，ルパート・ブルックとともに参加した事が記録されている9。

　このように，ケンブリッジ時代のアーサー・ウェイリーは，当時の社会体制や既

成概念から解放された新しい文学運動を起こそうと考えていた青年であった。

　卒業試験を終えた一九一〇年頃，先天性の角膜異常の症状が現れ，学究生活を諦

めた。一年ほど療養した後スペインヘ行き，その間たまたま開いた大英博物館の副

保管官の職に応募しDepartment　of　Prints　a葛d　Drawi…1gsに勤務し始める。一一九一二

年に博物館に提出された書類には，フランス語，ドイッ語，スペイン語を自由に話

し，イタリア語，オランダ語，ポルトガル語が理解でき，ラテン語，ギリシャ語が

苦労無く読め，ヘブライ語，サンスクリット語の知識もあると書かれており，卓越

した語学力の一端を覗かせている1o。

　一九六二年に再販された0ηθ∬舳伽dα〃d∫舳1吻C舳㈱〃o舳∫の序文の中で，

ウェイリーは日本語と中国語を学びだした動機を説明して，大英博物館の東洋部の

美術品を扱う際にそれらの言語を知らないで仕事をする事がきわめて困難であった

ため，二つの言語を同時に習い始めたと述べている1｝。つまり，アーサー・ウェイ

リーが日本語と中国語を学び始めたのは，大英博物館に就職したという偶然に依っ

たのである。

　一九一四年十月十日付けの大英博物館の会議録には，苗字をシュロスからウェイ

リーに変える為の法的手続きを取った事が報告されている12。それは第一次世界大

戦勃発後，目の障害のために兵役に就いていなかったアーサーが川辺で本を読んで

いるところを警官に尋問され，シュロスというドイッ系の名前とともに，本に書か

れていた奇妙な文字のためスパイ容疑を受けたためであった13。この陰鑑なエピ

ソードから我々はウェイリーが大英博物館に就職した一九一三年六月から一九一四

年十月頃までの間に日本語と中国語を学習し始めていたのを知る事ができる。

　学習方法については，斉藤勇が比較的詳しく記録している。ウェイリーは独学と

はいえ申国語も日本語もそれぞれの国の人に習った。日本語の教師は後の電気工学

の大家，八木秀次だった。第一次大戦勃発当時ドイツに居た八木は，イギリスヘ避

難した。そして彼が「タイムズ』に出した語学交換教師の求人広告に応じたのがウェ

イリーだった。彼はいろいろな事を質問したが西鶴の文章などについても聞いたと
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いうユ4。この記録からウユイリーが一九一四年頃，すなわち日本語を学び初めて聞

もない時点において，既に西鶴を読んでいた事が分かる。それは，アストンの文法

書などを頼りに大英博物館で整理していた江戸時代の浮世絵や宋代の水墨画に添え

られている詞書や画賛に，直接当たっていた結果ではないだろうかユ5。それらを解

読する事がウェイリーの日本語と中国語の学習目的であったのだから，江戸時代の

俳講師，浮世草子作者の西鶴が最初に読まれた作家の一人であったとしても不自然

ではない16。それは，仕事の必要上当然といえば当然の事であった17。それまでに

出版された翻訳も参考に用いたであろう。そして，ウェイリーの最初の翻訳が申国

語は漢詩であり，日本語は和歌であったというのも日本の絵巻物や浮世絵，中国の

水墨画の性質上ごく自然の事として理解できるのである18。ハイゲイトの自宅で発

見した未出版原稿の中のTγα〃∫1αfoγと題された自分の半生を語った講演用の原稿に

おいてウェイリーは，初めて出会った申国の詩は中国の絵に添えられていたもので，

申には驚くほど容易に意味が掴めるものがあった。数週間後にはかなり多くの詩を

味わえるまでになったのでその楽しみを友人達と分かち合いたいと思い訳してみた

と翻訳を始めた動機を語っている19。

　『源氏物語』についてアーサー・ウェイリーが初めて触れているのは，一九二一

年三月に出版された丁加NδP伽∫ψ切α〃である20。その百七十九頁の脚注により，

少なくともこの時点で既に博文館版の『源氏』を参照していた事が分かる。さらに，

一九二一年十二月十日のγ加〃舳∫肋θ∫榊α〃に掲載された“An玉nt．ospectiveRo－

manCe”という記事では，『源氏物語3について比較的詳しく論じている。その申で

ウェイリーは，詩において確実に翻訳可能な要素は中心となる構想，あるいは構築

であり，イメージや想念の進行順序である。しかし和歌においてはそれらが発展す

る余裕がない。そこで日本の文学が文学として名誉挽回する余地の残されているの

は散文である。たとえば『源氏物語』は，その中の数節がプルーストの小説に紛れ

込んだとしても少しも不自然でなく，源氏はスタンダールの主人公のように内省的

である，と述べている21。

　すなわち，ウェイリーが『源氏物語』に見出だしていたのは，この作品がイメー

ジや想念の見事な構築物であるという事と，その登場人物達の内省的奥深さであっ

た22。しかし，一九二六年の翻訳『源氏』第二巻の序文においては，第一巻に対す

る書評があまりにも『源氏』の心理性に集中したのに反発してか，重要なのは心理

面ではなく，むしろ紫式部の，緊張，弛緩，強弱の対照により事件や状況を際だた

せていく手法であると述べ，たとえば「花宴」を取り巻く巻々は巧妙に選択された

連鎖によって音楽的効果を生み出し，モーツアルトの交響曲のような優雅，均衡，

抑制による古典美を形成しているとその様式美を強調している。また，紫式部の手
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法と絵巻物との間には類似性があるとして，その形象とテンポに対する鋭い感覚を

指摘している。

　一方ウェイリーは，“An　htrospective　R㎝1a㏄e”において源氏の本文についても

言及している。即ち，本文が余りに古く異同が激しいため完壁な翻訳は不可能であ

るという事，また，数多くの概説書が存在するという事，そして，現在のところ唯

一の適切な注釈書が絶版になってしまっているという事である。ここでウェイリー

がどの様な文献をテキストとして選択したかという事について考えてみたい。

　一九六二年，七十三歳のウェイリーは，すでに自らの翻訳者としての人生は終了

したとして，日本と中国関係の蔵書をロンドン大学の東洋図書館に寄贈した23。

　ロンドン大学のSchool　of　Orienta1and　Africa・Studiesの図書館の受け入れ台帳

には，一九六三年一月十日より始まるアーサー・ウェイリーからの寄贈書受付の記

録がある。ここに登録されていた日本中国関係の書物は約二百冊である。各々の本

の表紙の見返しに’Presentedtothe　LibraryoftheSchool　ofOriental　andAfrican

Studies　University　of　L㎝don　by　Dr．A，Wa1ey1と記した寄贈符が張り付けてあるの

で確認できる。書き込みのある蔵書も多いが，紛失または行方不明になってしまっ

ているものも少なくない。

　ロンドン大学がすでに所持していた，或いは必要でないと判断した分は，当時東

洋学部が新設される事になっていた北イングランドのダラム大学へ送られた。現在

ダラム大学にはG1369という寄贈番号の符された書籍がやはり二百冊ほど保管さ

れている。

　一九六六年に米国のラットガーズ大学に買い上げられたアーサー・ウェイリー・

コレクションには，東洋関係の書籍は約八十冊あった。大正初期に出版された冨山

房名著文庫を中心として，日本語の書籍が大多数を占めているが，著者贈呈などほ

とんど使用された形跡のないものが多い。このコレクションにはほかにウェイリー

とベリル・デ・ゼーテ宛のブルームズベリー・グループの人々やシットウェル兄弟

からの手紙，原稿などが含まれている。

　残りがハイゲイトのウェイリー夫人宅のものである。中国日本関係で確認できた

ものは約七百冊である。他に洋書が数千冊ほぼ当時そのままの状態で保管されてい

る。日本関係では，丁伽WδPlαツ8ψ切α〃，丁加伽εぴGθψ，丁加1〕伽鮒Boo后ψ∫召｛

∫ん伽g㎝の主要テキストなど，ウェイリーの使用した最も重要なものが残されて

いた。

　以上千冊余りが私の確認しえたアーサー・ウェイリーの日本語・申国語関係の蔵

書のすべてである。

　この中から『源氏物言乱関係の書籍を選び出し，出版年」11頁に並べてみると文末の
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表のようになる。ウェイリー白身は翻訳『源氏』第二巻において，『源氏物語』の

本文には青表紙本系と河内本系の二種類があるが，河内本系で白分の手元にあるの

は巻一と巻三十一のファクシミリのみである，と書いている。また，翻訳のために

使用した主なるテキストは一九一四年の博文館版であるが他のものも随時利用し

た，とある24。さらに，一九三三年の最終巻の序文には，翻訳を始めた頃はまだ適

切な注釈書が出揃っていなかった。第五巻と第六巻を翻訳するに際しては，青表紙

本，河内本両方の本文を融合し，かつ，注の最も詳細な金子博士の本を使用した。

他の良質な注釈書はまだ最初の数帖に留まっていると書いている25。

　この二つの記述から分かる事は，ウェイリーは一九一一年に発見された河内本系

の平瀬本の本文も参照したかったが，まだその本文が手に入らないのでとりあえず

一九一四年に出版された博文館の池辺義象校訂『源氏物語』をテキストとして使用

し，他のものも参照した。第五，六巻については『湖月抄』を底本に，河内本で本

文を改訂した金子元臣の『定本源氏物語新解』（明治書院）を使用したという事で

ある26。『定本源氏物語新解』の上巻は一九二五年に出版されているので一九二六

年の翻訳第二巻には使用できた可能性もあるが，ウェイリーは翻訳を準備している

段階ではまだ入手していなかったようである。また，金子の「玉髪」から「御法」

までの中巻が出るのが一九三〇年であるから，一九二七，二八年と続けて出してい

た翻訳第三，四巻に間に合わない。博文館本と交互に使用したのではテキストを混

乱させる事になるので使用しなかったのであろう。また，すでに一九一六年に「花

宴」の巻までは出版されていた『校喬丁源氏物語詳解』を使用しなかった事について

も同様の理由が考えられる。

　ウェイリーが『源氏』の翻訳を出版していた頃は，それまで紛失したと考えられ

ていた河内本が華見され，青表紙本系の本文との融合が試みられていた時期であっ

た。その後の研究により河内本が混清本である事が分かり，現在では『定本源氏物

語新解』を使用する人はいない。しかし，ウェイリー『源氏』が当時の日本におけ

る学会の動向をこのような形で反映していた事は特筆に値しよう。

　ウェイリーと親交のあった美術史家の矢代幸雄は，ロンドンで知り合ったばかり

の頃，すなわち一九二一年頃，彼が「常に『湖月抄』を持って歩き，時間があれば，

それを丹念に読んでいて，いろいろと質問するので困らせられた記憶がある。」と

書いている27。また，一九二三年十一月二十八日，大英博物館にウェイリーを訪ね

た斉藤勇は，机の上に大阪積善館の『源氏物語湖月抄』が置いてあったと記録して

いる28。つまり，ウェイリーは上記の二つのテキストの他に猪熊夏樹による『訂正

増註源氏物語湖月抄』を携帯用として持ち歩いていた。

　さらに，蔵書リストが示すごとく参考文献は他にも多数使用していた。この中で
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使用された形跡のあるものは01，02，03，06，07，08，09である。01は書き込みが

ある事はあるがあまり使用されていない。02は第四巻を除いてよく使用されており，

特に第一巻の「賢木」「須磨」の巻は目立って傷んでいる。第三巻では「夕霧」か

ら「椎本」の巻におもに鈎括弧を振った書き込みがある29。梗概書の03は書き込み

こそ無いが手沢本と呼べる程によく使い込まれている。最初の厳密な逐語訳である

07は，二巻とも全体に渡り語句の意味，和歌の出典などの書き込みがある。08は青

表紙本を底本とした本文のみの文庫本である。09も使用されてはいるが，「絵合」

から「若菜」の巻の翻訳が出たのが一九二六年から二八年であるから翻訳には使用

されていない。

　以上のうち02，03，08は小型のポケット版であるので積善館の『湖月抄』同様随

時持ち歩き使用したのであろう。特に03は梗概書であるから初期の頃に物語の全体

像を知るために使用したのではないだろうか。矢代1幸雄は「ウェーレーの思い出」

の中でウェイリーは現代語訳を使用していないと書いているが01，07に見るとおり

確かに参照していた。ウェイリーの『源氏』の出版者であったサー・スタンリー・

アンウィンは，ウェイリーの使用している原典は六巻だったと回想している30。参

考文献中全六巻であるのは01と07である。生憎与謝野訳は第五巻のみ，吉沢訳は第

五，六巻のみしか残っていないため断定はできないが，前半に使用しているテキス

トや参考文献がすべて一九一四年出版である事から，翻訳初期において一九一三年

出版の与謝野訳を参照していた可能性はあるだろう3王。また，01があまり使用され

た形跡が無いのは，一九二四年から刊行されたより正確な吉沢訳と重複しているた

めで，後半は吉沢訳を主要な参考文献として使用し始めたからであろう。

　それでは，ウェイリーはいったいいつ頃から「源氏』を読み始めていたのだろう

か。一九一四年といえば日本語を学習し始めた頃である。ダラム大学にある有朋堂

文庫の出版年数は，一九一一年から一八年，ラットガーズ大学にある冨山房名著文

庫は一九〇三年から一九一五年である。また，NδPlαツ∫の主要テキストの『謡曲評

釈』は一九一一年から一六，『謡曲叢書』一九一四年，『狂言全集』一九一〇年であ

る。これらの出版年から推測できる事は，ウェイリーは日本語を学び始めるとまも

なく，つまり，一九一四年から遅くとも一六年頃までには日本から数種類の注釈書

や全集を取り寄せ，浮世絵や水墨画の詞書を読む補助として使用し，興味を引かれ

たものから読んでいったのではないだろうか。

　すなわち『源氏物語』も一九一〇年代後半に読み始め，一九二一年頃には本格的

に読み出していた。そして，柵1〕1αツ8翻訳の時点においてすでに博文館版の「空蝉」，

「夕顔」の巻までは少なくとも読んでいた32。そして，一九二一年十二月の記事で

は，いつかこの作品を翻訳するつもりであると述べている。これは『源氏蟹の全体
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'The first mention of Genj'i that I saw was in a work by Professor Chamberlain, 

who was at that time the greatest living authority in Japanese literature. He 

said that the book was so boring... But presently when registering some newly 

acquired Japanese pl~ints I came across one that illustrated an episode in Gel4ji. 

The_ prince, mo__st_ unattractive and 19th_ century (it was a late and ¥'ery ugly 

print) was standing by a rustic hut looking towards a curve of blue sea-

shore. An inscription quoted what was evidently a phrase from the novel, 

"Although the sea was some way off, at night he would hear the lapping of the 

waves on the shore." Why that sentence should have made me feel that I 

wanted to read the book, I do not know. I went down at once to the shelves 

where the Japanese books were kept and found what was then one of the very 

few copies of Gel4ji in Europe. The book dates from the llth century. , but it 

was not printed till 1654, and what the British Museum possesses is an extreme-

ly late and effaced copy. of this first edition, printed from much worn 

woodblocks. It is in a form of ancient script and is extremely difficult to de-

cipher and for practical readlng purposes is valueless. I had to send to Japan 

for a moclern, usable edition. It arrived just before I started on a ski-ing 

holiday. Between Victoria and Saanen-mdser I read the first chapters. r have 

never had such an odd iourney. So abscn~bed was I that the whole transit 

seemed like a clream. All the way to Paris I was utterly lost in GenJ'i and had 

not after the Gare de Lyons, when lights were turned out and I coulcl read no 

Ionger, the slightest recollection of how I had got on to the boat at Dover, on to 

the train at Calais or round the ceinture at Paris. As soon as it was light, I be-

-- and suddenly we were at Montreuse.' gan reading again the death of Yugao 
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03

北村湖春　著　関根正直　校訂

『源氏物語忍草』冨山房名著文庫

冨山房

一九一四年

U

RG　Arthur　Waley　Co1lecti㎝

04

塚本哲三　校訂

『修紫田舎源氏』上・下巻　有朋堂文庫

有朋堂書店

一九一五年

DRM　PLJ4090／654－772

05

島津久基

『平瀬本　源氏物語』（線装本）三冊

京都大学文学部発行

一九二一年

NC「桐壼」「椎本」ファクシミリ

Arthur　Waley，Tll‘∫伽”邊d　T惚，Allen＆U皿win，1926，p．35－6．

SOAS121669

06

金子元臣

碇本源氏物語新解』全三巻　上・中・下

明治書院

一九二五・一九三○・一九三○年

丁（上〕’｛下ジ．

HG

07

吉澤義則　訳

『源氏物語』宇治十帖　上・下，全講王朝文學叢書　八，九巻

王朝文學叢書

一九二七年

R■．

DRM　PLJ4440／58，976－77

08

島津久基　校訂

DRM　PLJ4440／589，且39－40

一41一
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14

小林榮子

『源氏伊勢物語新研究』

晋文館

一九三五年

15

谷崎潤一郎訳

㌍源氏物語』愛蔵本限定非責品　巻十

申央公論社

一九三九年

16

谷崎潤一郎　訳

『源氏物語』愛蔵本限定非責品　巻一一九・十一一十八

中央公論社

一九三九年（一一九・十一一十四）一九四〇年（一五一一八）

ユ7

谷崎潤一郎

『新訳源氏物語』第一一八・十一一十二

中央公論社

一九五一年

P

18

北山葵谷太

『源氏物語の語法』

刀江書院

一九五一年

19

北山雲谷太

ポ源氏物語の新研究」

立志社書房

一九五一年

P

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－43一

SOAS　DB913，3！2玉710

DRM　PLJ4440／59，137

RG　Arthur　Waley　Collection

RG　Arthur　Waley　Co11ecti㎝

SOAS　DB　g13．36玉2ユ642

DRM　PLJ4440／58，027



20

池困鑑鑑

『新講源氏物語』上巻

至文堂

一九五一年

P

HG

21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RG　Arthur　Wa1ey　Co1lecti㎝

新藤兼人　監督

『大映創立十周年記念映画（昭和二十六年度芸術祭参加作品）源氏物語』

大映株式会杜

一九五一年

パンフレット

22

北山鶏太

『源氏物語寮典』全一巻

平凡杜

一九五七年

蘭G

23

五十嵐力

『源氏物語』昭和完講

五十嵐力博士『昭和完講源氏物語』刊行会

一九五九年

隈定950都中　第649号

HG

24

曾根豊祐

ポ源氏物語女性群像　第一巻　浮舟』

源氏物語女性群像干1」行会

一九六三年

P

HG

25

岡一男

『源氏物語事典』

HG

一4＝4一



春秋社

一九六四年

26

曾根豊祐

ポ源氏物語女性群像　第二巻

源氏物語女性群像刊行会

一九六四年

P

尼の浮舟』

HG

27

丸山キヨ子

『源氏物語と白氏文集』束京女子大学学会研究叢書　3

東京女子大学学会

一九六四年

P

HG

28

松風闇主人　編註

『新編紫史』巻七～十

誠之堂

n．d．

SOAS　DB913．36121651

ウェイリーが使用したと分かっているが紛失しているもの

29

猪熊夏樹

『訂正増註　源氏物語湖月抄』全八巻

大阪積善館

一八九一年

R

斉藤勇「Arthur　Waleyを悼む」『英語脊年』Sept．1966，p．594．

30

池辺義象　校注

『源氏物語』国文叢書第一，二冊

博文館’

一九一四年

一45一
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Arthur Waley, The Nf' I'!ays ofJal'all, Allen & Unwin, 

AW, Sa(,"I?d Tree, Allen & Unwin, 1926, p.36, 

1 92 1 , p . 179. 
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